
（１）乾燥椎茸新物状況

昨年11月末から生産が開始されました。栽培面積、収穫量は共に昨年並みと予想されております。
しかしながら、一昨年は栽培面積と収穫量が20％も減少しており、その一方で中国国内での消費が
旺盛ということもあって、昨年10月時点の端境期では、原料の価格が高騰致しました。
今後、新物椎茸の数量が出回ることによって、品薄の端境期よりかは多少の価格上昇は抑えられ

るものと考えられますが、現地での人件費の上昇や人民元高、更に為替の円安影響によって、今期
の同原料に関わる製品価格のコストアップは避けられないものと予想されます。

（２）中国産ぜんまい
一昨年は、原料の価格が高騰したことにより、日本の需要は大幅に減少したため、昨年の原料価

格は、前年比約8％値下がりしました。この原料価格が下がったことにより、日本の需要は昨年９月
から回復し始め、原料が高騰する前の年の水準にまで回復したと思われます。しかしながら、昨年
後半は、韓国の引き合いも強い事もあって、徐々に原料価格が上昇。結果、昨年末時点における
原料価格は、取引開始価格より10％上昇している状況です。

中国国家情報センターのチーフエコノミスト兼経済予測部部長を務める范剣平氏は、２０１３年
APEC中小企業サミットに出席した際に、「来年加速が唯一期待されるのは輸出だ。来年の経済
成長率は、約7.5％に達するだろう」と語った。

范氏は来年のGDP成長率について、「投資・消費・輸出の３大需要を総合的に考慮すると、来
年の経済成長率は今年とほぼ横ばいになる。今年の実質的な成長率は7.6-7.7％となり、来年も
依然として約7.5％のペースを維持するだろう。7.5％上回るか下回るかに過度にこだわる必要は
ない。中央政府は、後遺症のない高品質・高効果の経済成長を求めることを提起しているからだ。
ゆえに中央政府の経済成長率の目標がどれほどであろうと、経済成長率は、経済の取り組みで
最優先される項目ではなくなった」と指摘した。

范氏は、「来年加速が唯一期待されるのは輸出だ。中国の輸出の国際環境が好転し、来年の
輸出の経済に対する寄与率は－0.1から＋0.1となり、0.2ポイント加速されるだろう」と予想した。
（編集YF）
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タケノコ姫皮

開封後は10℃以下に冷蔵して、5日以内に
お召し上がりください。

商品説明

主要原材料

平成26年1月 NO.70

丸松物産株式会社

【お薦め商品情報】

※盛り付け例

製造日より６ヶ月

使用上の注意

筍ゆば（鰹風味）1㎏×６×2

風味豊かな本場枕崎産の鰹節を使用し、
たけのこの姫皮を上品な薄味に仕立てま
した。春野菜のお浸しを合わせて小鉢とし
てお使い下さい。

ＭＢニュース

謹んで、新年のお慶びを申し上げます！

旧年中は、格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。

本年も、変わらぬご厚誼の程、心よりお願い申し上げます。


